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りやすく示していること、の全 5 点にあり、初版に比べ、さらに実践的内容になっている。 
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りやすく示していること、の全 5 点にあり、初版に比べ、さらに実践的内容になっている。 
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以降は、4 部で構成している。 
まず、第 1 部「日本語均衡コーパスの活用」（第 2 章～第 4 章：石川慎一郎）では、既
存の日本語コーパスの代表格とも言える「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（Balanced 
Corpus of Contemporary Written Japanese：以下 BCCWJ）を取り上げ、その内容や利
用法を紹介している。第 2 部「教材コーパスの構築と活用」（第 5 章～第 9 章：李在鎬）
では、既存のコーパスだけでは必要なデータが得られない場合に、自作コーパスから自力
で検索ができるよう、印刷された日本語教材からコーパスを自作し、それを加工して検索
するまでの過程を紹介している。第 3 部「学習者コーパスの構築と活用」（第 10 章：石川
慎一郎、第 11 章～第 12 章：李在鎬）では、日本語教育の現場においてコーパスを学習者
の実態把握に役立てられるよう、既存の学習者コーパスを概観した後、自作の学習者コー
パスを構築・分析する方法について説明している。以上を踏まえ、本書のまとめの第 4 部









2.2 第 1 部「日本語均衡コーパスの活用」 
第 1 部では、BCCWJ の概要を示すとともに、BCCWJ を用いた具体的な言語調査の例
を解説している。 







第 3 章と第 4 章では、「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を用いた言語調査入門 1」
「同 2」として、BCCWJ を用いた言語調査の方法を具体的な分析例を挙げて紹介している。
まず第 3 章では、BCCWJ の具体的な利用法を紹介したあと、「ハッピー」「幸福」「幸せ」












2.3 第 2 部「教材コーパスの構築と活用」 
本書は、既存のコーパスを使って調べる方法を提示するだけでなく、自ら主体的に独自
のコーパスを立案・実施し、研究を開拓していくための方法を示している点にも特徴があ










く第 8 章と第 9 章は、「教材コーパスの処理 1」「同 2」とし、エクセルを使って分析結果






2.4 第 3 部「学習者コーパスの構築と活用」 
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